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中
国
生
乳
販
連
と
の
意
見
交
換
会

二
月
十
四
日
　
三
次
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

実
態
を
踏
ま
え
た
生
産
コ
ス
ト
調
査

乳
価
交
渉
に
活
用
し
た
い

（中国生乳販連役員らを囲んでの意見交換会）

　
広
酪
は
、
平
成
二
十
六
年
度
乳
価
交
渉
に
向
け
た
中
国
生
乳
販
売
農
業
協
同

組
合
連
合
会（
以
下
「
中
国
生
乳
販
連
」と
い
う
）の
取
組
方
針
、
中
国
五
県
の

生
産
基
盤
状
況
等
、
同
連
役
員
ら
と
の
情
報
共
有
と
意
見
提
案
を
行
う
場
と
し

て
、
同
連
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
同
連
か
ら
東
山
基（
も
と
い
）代
表

理
事
会
長
、
鍵
山
信
儀
代
表
理
事
常
務
、
植
野
光
雄
業
務
部
長
兼
機
能
整
備
推

進
室
室
長
を
招
い
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
岩
竹
重
城
組

合
長
は
「
今
回
の
意
見
交
換
会
の

主
題
は
乳
価
交
渉
に
焦
点
を
寄
せ

た
も
の
と
し
た
。
積
極
的
な
意
見

を
求
め
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
東
山
会
長
か
ら
は
「
こ

う
し
た
場
を
設
け
て
頂
き
感
謝
す

る
。
広
酪
役
員
か
ら
の
忌
憚
の
無

い
意
見
を
頂
戴
し
、
今
後
の
乳
価

交
渉
へ
の
参
考
と
し
た
い
」と
挨

拶
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
植
野
部
長
か
ら
最
近
の
酪
農
情

勢
や
生
乳
需
要
状
況
等
、
鍵
山
常
務
か
ら
平

成
二
十
六
年
度
の
生
乳
取
引
交
渉
に
か
か
る

方
針
説
明
を
受
け
て
意
見
交
換
に
入
っ
た
。

　
広
酪
役
員
か
ら
は
、「
中
山
間
地
域
等
の

立
地
条
件
を
踏
ま
え
た
生
産
費
調
査
を
根
拠

と
し
て
乳
価
交
渉
に
あ
た
ら
れ
た
い
」、「
交

渉
力
の
あ
る
指
定
団
体
機
能
の
強
化
を
求
め

る
」、「
生
乳
は
皆
同
じ
生
産
コ
ス
ト
。
用
途

別
乳
価
で
は
な
く
、
一
律
の
乳
価
設
定
を
求

め
た
い
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
東
山
会
長
は
「
全
て
の
生
乳
出
荷
組
合
員

か
ら
税
務
申
告
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
生
産
費

（乳価交渉の取組みを説明する鍵山常務）

（広酪役員からの意見に答える東山会長）

調
査
等
の
提
出
を
求
め
る
広
酪

の
取
組
を
評
価
す
る
。
こ
の
実

績
デ
ー
タ
は
根
拠
あ
る
も
の
と

し
て
、
今
後
の
乳
価
交
渉
で
有

効
に
活
用
し
た
い
」と
し
、
鍵

山
常
務
か
ら
は
「
乳
業
社
に
根

負
け
す
る
こ
と
な
く
、
粘
り
強

く
交
渉
に
あ
た
り
た
い
」と
理

解
を
求
め
た
。
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（中国生乳販連が乳業社に提示した要請書）


